
搭載機器
交通安全教育車には４種類の体験機器を
搭載！

①シートベルト横転体験装置
②運転・歩行能力診断
③夜間視認性体験装置
④自転車シミュレータ

①シートベルト横転体験装置
運転席に見立てた座席に
座りシートベルトを着用
した状態で、座席を最大
180°まで回転させるこ
とで横方向のシートベル
トの効果を簡単に分かり
やすく体験することがで
きますを理解・確認させ
るもの

②運転・歩行能力診断
ドライバーも歩行者も交通
場面で必要な
①認知力 ②判断力
③動作力 ④瞬間記憶力
を判断します。
もぐらたたきの要領なので
ゲーム感覚で楽しく・簡単
にチェックできます。

③夜間視認性体験装置
夜間は、着ている服の色によっ
てドライバーからの見え方が大
きく異なります。
よく見える色は何色か？
見えにくい色は何色か？
反射材は本当によく見えるの
か？
を実際に眼で見て体験します。

④自転車シミュレータ

前面の３面モニターを確認しな
がら、ハンドル・ブレーキをは
じめ、実際にペダルを漕いで走
行することにより、ＣＧ映像で
作られた街の中で日常遭遇する
危険場面を安全かつ手軽に疑似
体験することができます。


